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誰もが安心して、働くことができる
ものづくり現場に。

独自のIoTサービスで、
リアル“現場”とデジタルの融合へ。

自動化や省力化につながるロボットはあらゆる場面での活躍が進んで
います。そのロボットに力の感覚を与える当社の力覚センサの需要が拡
大しています。業界最高水準を有し、手指の感覚が求められる巧みな
作業から、複雑な力の動きを伴う作業など、全ての力を高精度に測定
することを可能にしています。直近では、国内の大手ロボットメーカ様
の産業用ロボットのオフィシャルサプライヤーとして採用されました。

ものづくりの現場には、煙や粉塵などの安全・健康を脅かすリスクが数
多く散在しています。これらのリスクから働く人を守り、安心して働ける
環境づくりを行っています。
その１つが、独自加工を施した集塵機フィルタの開発です。延焼防止を
大幅に向上、万一火災が発生した場合でも被害を最小限に抑えるこ
とが可能です。火災リスクがある場所での対策に貢献しています。

5G（第5世代移動通信システム）によりIoTの普及がこれまで以上に進
む中、ものづくりにおいてもIoTを活用した取り組みが進んでいます。
当社も独自のIoTプラットフォームとサービス（WIZNEX）を展開し、設
備の稼動状況の見える化を可能にし、在宅勤務などに貢献します。
また、品質の見える化や、安全・環境の見える化などのサービスの拡充
を図っています。

産業用ロボットの力覚センサ ▲粉塵火災爆発対策（難燃性フィルター） ▲粉塵火災爆発対策（集塵機ＪＸＭ） 新東工業独自のIoTプラットフォームとサービス

ものづくり現場で働く人は

安全で健康に過ごせることが何よりも重要なことです。

熟練作業者による難しい作業をロボットで置き換えたい、

ものづくり現場の自動化・省人化を図りたい、

ものづくり現場の火災によるリスクを少しでも低減したい。

私たちの新しい取り組みは、

いつの時代でも、ものづくり現場で働く人が

快適になるような、未来へ繋がる挑戦を続けていきます。

Vision Of the Future

新しい取り組み

未来のものづくりを
支える、
私たちのものづくり。

自動化や無人化へ、
「ロボットに力の感覚」を与える。
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■海外売上高の概況

海外売上高
139億円

全売上高362億円の
うち38.5％

アジア
48.5％

北米
23.8%

南米・その他
8.0%

欧州
19.7%

地域別比率

グローバル展開 事業別業績

■海外の主な製造・販売サービス拠点
─17ヶ国34拠点─

オーストラリア

インドネシア

台湾

南アフリカ

マレーシア

タイ

フランス
イタリア

イギリス

アメリカ

ドイツ

インド

中国

韓国

ブラジル

メキシコ

トルコ

■事業内容 　当社グループは、国内22社、海外34社で構成され、表面処理装置、投射材・研磨材、鋳造装置、環境、搬送
およびメカトロ関連等特機の設備装置の製造・販売を主な内容として、グローバルに事業活動を展開しています。

売上高

149億94百万円
（前年同期比32.4％減）

営業利益

4億13百万円
（前年同期比79.4％減）

表面処理事業

売上高

27億24百万円
（前年同期比6.1％減）

営業利益

2億78百万円
（前年同期比77.5％増）

搬送事業

売上高

24億18百万円
（前年同期比52.2％減）

営業利益
▲ 6億24百万円

（前年同期は133百万円の利益）

特機事業

売上高

110億63百万円
（前年同期比33.9％減）

営業利益
▲7億26百万円

（前年同期は351百万円の利益）

鋳造事業

売上高

53億84百万円
（前年同期比1.4％減）

営業利益

5億52百万円
（前年同期比12.6％増）

環境事業

売上高
構成比

30.2％
鋳造事業

14.7％
環境事業

41.0％
表面処理事業

6.6％
特機事業

7.5％
搬送事業
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会社の概要財務ハイライト

株主メモ

連結損益計算書の概要 単位：百万円（未満切捨）

前期
（2020年3月31日現在） （2020年9月30日現在） （2020年3月31日現在） （2020年9月30日現在）

当年第2四半期 前期 当年第2四半期

2020年4月1日～2020年9月30日
連結貸借対照表 単位：百万円（未満切捨） 連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円（未満切捨）

5,000

10,000

0

-10,000

-15,000

-5,000

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
純 利 益
1 株 当 た り 配 当 金

当年第2四半期 前年第2四半期 増　減

153,734

資産合計 負債・純資産合計

流動資産
93,078

固定資産
60,655

153,734

負債
55,126

純資産
98,607

156,461

流動資産
96,235

固定資産
60,226

156,461

負債
56,611

純資産
99,849

現金及び現金同等物
の期首残高

現金及び現金同等物
の期末残高

38,12137,041

 営業活動による
キャッシュ・フロー

 投資活動による
キャッシュ・フロー

 財務活動による
キャッシュ・フロー

△1,702

△809
3,905

△312
 現金及び

現金同等物に
係る換算差額

 前年親会社株主に
帰属する四半期純利益

当年親会社株主に
帰属する四半期純利益

△15,559

43

832

△292

2,071  法人税等の
減少

特別損益
の増減

売上高
の減少

営業外
損益の増減

△119

2020年4月1日～2020年9月30日（前年第2四半期との増減）

36,281百万円

△708百万円

△161百万円

△292百万円

12円

51,840百万円

2,464百万円

2,967百万円

2,071百万円

12円

30.0％減
ー
ー
ー

±0

非支配株主に
帰属する

当期純利益
の減少

1,494
 販売費及び
一般管理費

の減少
10,891
売上原価
の減少 51

未払配当金の支払いに関するお申出先
株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。
住所変更、単元未満株式の買取のお申出先
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座が無いため特別口座を開設された株主様は、
特別口座管理機関である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。

■ 商　　　号
■ 本店所在地
■ 設立年月日
■ 資　本　金
■ 従　業　員
■ 役　　　員

新東工業株式会社（英文名: SINTOKOGIO, LTD.）
名古屋市中村区名駅三丁目28番12号　大名古屋ビル24階
1934年（昭和9年）10月2日
57億5,222万4,825円
1,706人〔連結4,099人〕（2020年3月31日現在）

事業年度

定時株主総会
毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月

単元株式数

証券コード

100株

6339

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の口座管理機関

同連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1　0120-232-711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号　
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所、名古屋証券取引所

公告の方法
電子公告（http://www.sinto.co.jp/ir/koukoku/index.html）

（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じた時には、
 日本経済新聞に公告いたします。）

（2020年9月30日現在）

取締役会長（社外）
代表取締役社長
常務取締役
常務取締役
取締役
取締役
取締役
取締役

上　田　良　樹
永　井　　　淳
久　野　恒　靖
日　比　正　明
谷　口　八　束
森　下　利　和
石　田　　　茂
仲　道　賢　一

取締役（社外）
取締役（社外）
取締役（社外）
監査役（常勤）
監査役（常勤）
監査役（社外）
監査役（社外）

小　澤　正　俊
山　内　康　仁
唐　木　康　正
後　藤　　　剛
大久保　雄　二
小　島　俊　郎
長谷川　和　彦



〒450-6424 名古屋市中村区名駅三丁目28番12号

株 主 通 信
2020年4月1日～2020年9月30日

第124期  第2四半期


